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【課題文章】 
※著作権の問題により、課題文の掲載をしておりません。 

 
 
 
出典： 
杉浦康平『 多主語的なアジア―――杉浦康平デザインの言葉』 

P12-15  「生命記憶」、そして「照応」しあうこと……… 
下線①部分 「つまり、細胞や ～ 呼ばれるものだ。」 

 
P16-17  アジアのカタチ・アジアの心 
 下線②部分 「人間には、～ ではないだろうか。」 


